
としては D20.1ITO,アンチビ1)ンなどによるカIL･かあ

るが.将来野外での班JTJ.及び測退さき芯の利TT)の班など

からアンチピリンはによることとした｡

用いたニホンザル8匹は三笠技研で呈三内餌-ffされている

もので.Brodicはによって企肘皮皿を測起し.mは的
は体脂肪をmtlル ようと拭みた｡アンチピリン200mg
を 20mlの企脱水に1才純写し.抑注後1.2,3.4時nt口日

にその血焚孤政をmlJ正し.外挿法によって全体披見を求

めた｡各州起点は片対数E]盛のグラフで田線上に乗って
いたが.8例申5例は体脂肪の罪1.1rlbi不可能であった｡

他は休B.13kg･で全水分皿52.10/0.脂肪が28.820/0.12

kgで68C/0.7.10/O.I9.8kgで72.850/0.0.410/Oという値

がfrJLられた｡酌J定結果のこのような大きなばらつきは.

佃休丑のみではなく.アンチピT)ンの血中濃度の低下が

ヒトにくらペて掴めて速いために.体水分畳の測定が不

花火であることに起因する｡

文献によれば.イヌもアンピリンの代謝がヒトよりも

1時間につき300/Qも速やかで,この方法による体水分量

の測定は囚雄であるという｡ニホンザルの休脂肪の測定

に声アンチビT)ン以外の方は･をTf]いなければならぬ｡

設定課題 4.主としてニホンザルを対象とした行動の研究

餌付け集団における個体問距臥 対人距離,

VocalAggreSSiorL畳の測定一近乱 中国

3集団の比較 (その2)

0 酎 F 尚数 (阪大 ･人間科学)

米川 文雄 (阪大 ･人間科学)

小山 田正 (阪大 ･人間科学)

W F皮に引続き.銚子沢.臥牛山 柏の3兆四におい
て.1)個肘柑取舵のあらわれとしての北田成Eiの凝災

皮.2)サルと人間との空間的関係としての対人距離(逃

)t距肌 攻撃距紙箱).そして 3)諮社会的状況におけ

る3長田の緊張皮のあらわれとしての vocalaggression

皿を測定し.鎌田特性を分析比校した｡

突放.観察の方法は.(その1)(霊長研年托vol.5)

を参照のこと｡奴矧壬耶口は.1975年5月12日より6月7

日までで.1先田につき約10日間を22した｡なお.各袋

田とも祉抗研究がなされていないため,家系表等の充料

がなく.娼】間中の CenSuSをもとに結果を分析した｡各

班田の pOpulationは.銚子A:413j=20.銚子B:120

土10.臥牛山:124土5.描:150土20であった｡(瓜初の

数倍はcensusの瓜訪仏)
個体問距経の良市値は,銚子Aが前年度の31在団を合

めての最高値.129頭を示し,銚子Bが64頭.臥牛山が

26頭.椿が62頭であったovocal aggression星では.

銚子Aが良市の868音節,椿が476音節.そして臥牛山が

投も低く.293音節であった｡ しかし,1頭あたりの平

均旭では.銚子Aと臥牛山は,約17音節で前年度と比べ

てもJCLjt打伯を示し.柊は9音節であった｡この結果か

ら.桃子Aは個体問距離が最も短かく.かつトラブルを

生じさせるような緊張度が高い.一方,臥牛山は個休閑

FE雛は長いが,銚子Aとは異なったトラブルを持ってい

る.柏は前年皮の災田のように.枕準的と考えられる｡
餌付けや人付けと附床が深い対人FE肌では.銚子Aが

1.1111で aVOidが生じ.銚子B:1.4m.臥Ll=山:1.25

m.枯 :2mで.これらのJ.lTlに1C/O水郷で有意差がみら

れた｡発達的にみると.%=年帆 まと迅い氾靴でavoidが

生じていた｡性差は.if:･近省に対する反応迎杭の型の問

にみられた｡

学会における究袈

卯2咽 ナ.)マーチス研究会 (1976.3.13-14)

銚子汎 臥車Lll.楓 3魂田の比校

(盲の1)個休Ⅷ距離 こついて

銚子挟.臥牛山,描,3袋田の比較

(その2)VocalAggressiomについて

第36回動物心理学全 く1976.6.12-13)予定

野生ニホンザルの接近者に対する友応とその距耽

くその2)一餌付けZJTl田,銚子訳,臥牛山,椿の比較

節40回日本心理学会 (1976.9.27-29)予定

中国.近故の野生ニホンザル6災団の比較

(その1)北田成nの密先性に関する研究
(その2)VocalAggression虫による先団緊張

度の汎定

(その3)接近者に対する反応の研究

ProgreSSiveRatio(PR)鼓化スケジュール

による社会的促進効果の分析

岩脇 三良 く中京大 ･文)

自由に行動できる部屋におかれたニホンザルの反応

が.同じ部屋の中に,もうlqlのニホンザルが存在する

ことにより,どのような行動変容を示すかをオペラント

灸fFづけにより枚討することを目的として.木研究が行

なわれた｡

4才iのエホンザルを放映休として.火映宝に設紅さ才L

たレバーを押す反応がPR8の強化スケジュールにより

学習された｡すなわち. レバーを 8回押すと食餌 (大

正)が山てきて.次回は16回.その次は24Eq.･･-という

ように食餌は8つずつ加TT･された回数のレバー押しによ

り出山される｡例えば30個日の大立を打(取するためには
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240回レバーを押さなければならない｡披験体はある回

数のレノ11-押し反応に達したのちには.レバ-押し反応

をしなくなる｡

このようなpR8強化スケジュールによる反応水準が

安定した段階に適したときに.同じ実験室にもう1流の

被放体を入れた｡

主要な結果を列挙すると次のようになる｡

1) PR8強化スケジュールによる最終反応率は180か

ら260の範囲にあって.成終反応率が近づくにつれて休

止時間が長くなる｡PR8故化スケジュールによると,

実験開始後.40分ないし50分たつと.被験体はレバー押

し反応を全くしなくなる｡

2) 同じ突放宝の中に2頭の披験体がいると.レパ-押

しをするニホンザルももう1頭のサルにレバー押しを全

くあるいはほとんど許さないし.90分のタイム))ミット

までレバー押し反応を続けるようになる｡政終反応率は

1頭の場合よりも2頭の場合のほうがいちじるしく高ま

った｡ただし反応水準の上昇は,組み合わせられた2頭

間の社会心理的関係により異なる｡木研究結果から.身

体的に直接接触可能な場面においてPRスケジュールに

よるオペラント条件づけが社会的促進を分析するのに役

立ちうることが示唆された｡

設定課題 5.行動の発現機序に関する神経生理的研究

摂食行動表出における摂食中枢と前頭眼罵回

の神経連絡の意見の解明

大 村 裕 (九大･医)

小野 式年 (金沢大･医)

太田 雅博 (九大･医)

治水 豊明 (同 上)

石橋慎一郎 (同 上)

お主食行動滋山の神経生理学的扱構について.(1)視床

下部外側野 (手穴企中枢.LH)の化学受容ニューロンは体

紋中の化学物fiの氾皮や 胃拡張の程度などの内因性入

九 および祝党.昧光および嘆党などの外因性入力を受
容し.動物に摂食への ､劫扱づけ､を発する;(2)LH

は前頭某や辺縁系などと密接な梢報交換を行い.摂食行

動を起こす速効中枢への入力を形成するものと思われ

る｡われわれはこの情報交換の柑Mをr･'統合.と呼ぶ｡

本研究ではサル前頭眼悶回 (OBF)ニューロンのレバ

ー押し摂食行動とLH茄1j政に対する応答様式を3月べ ●統

令.に韮要な役割を果たすと考えられるOBFとLIIの

述絡関係を明らかにする｡そしてわれわれの提起した摂

食行動栽山の神経生理学的横を明らかにする｡

研 究 方 法

i)アカゲザル (体韮3-5kg)3117陀 モンキーチェア

ーにu]起し.柾々のFR比でレバ-押しによる摂食およ

び飲水をするように訓組した｡A-レバー押しにより大豆

1佃が.左レバー押しにより水1渦 (約2cc)が山るよ

うにした｡ii)訓紋完成 (5-10日)級.セルニラン麻酔

下で OBFlil-ニューロンflT:･動記録のための叫梅ポジシ

ョナー川アダプターおよび両側LIiに同心双極刺激箱樋

をWL正常に固定した｡iii)111- OBFニューロ./の放電

活yJ.放FLi数/抄.餌と水の レバー押し.および純珊記
q･を滋災テープに班録した.同時に これらを脳披計記

録紙上にも記録した｡iv)レバー押し摂食行動に対する

OBFニューロンの応答様式の脈折は.YIIP-2100A ミ

ニコンを班用した｡ニューロン応答の有意性の枚討は,

放電間隔をレバー押しに関係なくランダムに入れかえる

シャフI)ング法によって行った｡V)尖験終了後ホルマ

リンにより脳固定を行い,各電極の位斑を確認した｡

研 究 成 果

(1)誘発電位 :LIIの単発刺激によりOBFに限塙し,

皮質袈屈で最大の振幅を示す短潮 音の仏性披 (N2披)

とそれに続く防性 (p故)～陰性披 (N2披)の成分を

有する誘発電位が記録された｡Nl蚊の捌 副ま袈屈から

探眉に進むにつれ減少し.約10mmの探さで消失した｡

PとN2故はいずれも表層から約3mmの深さでその拡

幅が零となり.それより探屈では逆転し.約6mmの孜

さで消失した｡解析によりNl汝は逆向性スパイク,ま

たPおよびN2波はそれぞれ抑制性と興街性シナプス後

磁位の細胞外記録であると考えられた｡(2)叫-ニュー

ロン活動 :40ニューロンについて披索したが日光放fE数

は 11土5インパルス/秒であった｡i)レバー押し約1.6

秒前から約0.5秒間放電活動が有意に変化するものが21

ニューロンであり.うち抑制が8個で促進が13個であっ

た｡促進例も促進後抑制が約0.8秒間持続した｡ii)レバ

ー押しを中心として活動の変化するもの.すなわち砥前

0.4秒間だけ.位後o.4秒間だけあるいは前後にわたり

0.4秒間変化するニューロンが29旧あった｡iii)レバー

押し1.0秒前から0.4秒rLu放電描動の上昇するニューロ

ンは12個であるが.その大部分は1.6秒前に抑制された

ものであった｡iv)LH の刺激により虹榔 Jjの逆向スパ
イク放電後自発放電が約50m砂抑制されるものがあるが

p汝に相当するものと考えられる｡
LIIニューロンは レバー押しの約1.6秒前から約0.6

秒間有志に活動上昇するものが多く,上記 i)の OBF

ニューロンや退勤野PTニュ-ロンのように抑II.Tは れる

ものは存在しない.したがってLIIに兆した別雌 によっ

ー 42-


